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解析用ソフトウェアとして，OpenFOAM v1706 の pimpleDyMFoam を使用し，乱流モデルは，






















































回転領域および3つの粟回転領域の 5つの領域からなり，格子数は約 18.6万である.CFD 
解析用ソフトウェアとして，オープンソースの OpenFOAMvl 706のpimpleDyMFoamを使
用し，乱流モデルは， OpenFOAMに標準実装されている k-kじmRANSモデルを適用して
いる．構成した CFD解析モデルを用いて，固定ヒ°ッチと可変ヒ ッ゜チそれぞれ 8条件の周速
比で 10回転の数値シミュレーションを実施した結果， CPD解析モデルによる供試風車のパ
ワー係数の予測値は，計算した周速比の全域で，可変ヒ゜ッチの方が固定ヒ ッ゜チより高効率
となり，第 3章で実装したヒ°ッチ角変化の有効性を支持している．
第5章は，本研究で得られた成果をまとめ，総括している．
以上のように本論文は，都市部における分散型発電を目指し，小型直線翼垂直軸風車の空
力性能の向上を目的として，モータ駆動による裂の可変ヒ゜ッチ機構を提案し，その実装に
よる風車の高効率化の実現可能性を，風洞実験と数値解析の両面から検討した結果，固定ヒ°
ッチ翼を有する直線翼垂直軸風車と比較して大幅に効率を向上できることを実証した．
これらの研究成果には高い工学的価値と工業的価値が認められ，当博士学位論文審査委
員会は本申請論文が博士（工学）の学位を授与するに値するものと認め，合格と判定した．
